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はじめに

2013年6月、「日本再興戦略 - JAPAN is BACK - 」が閣議決定され、

ここで「海外から日本に対し、多くの人や優れた知見、投資を呼び込み、

2030年にはアジアNo.１の国際会議開催国として不動の地位を築く。」とい

う目標が掲げられました。また同月、観光立国推進閣僚会議にて「観光立国

実現に向けたアクション・プログラム」が決定され、ここでも「国際会議等

（MICE）の誘致や投資の促進を図ることが重要」であると謳われました。多

くの諸外国が、国策として国際会議の誘致・開催に積極的になっている情勢

のもと、わが国は官民一体となって国際会議の誘致・開催に取り組み、この

目標を実現しなければなりません。

ひとくちに「国際会議の誘致」と言いますが、コンベンション推進機関

や会議施設等の担当者の方たちが行う国際会議誘致活動の過程は、大きく二

つに分けることができます。

前半は、「どんな国際会議を誘致するか」についてのマーケティングを行

う過程です。その都市・地域にどのような国際会議を誘致することが可能か

の検討を行い、誘致の対象となる国際会議を選定するまでを指します。

そして後半は、主催者をサポートして開催決定を獲得するまでの具体的

な実践となる活動を指します。

国際会議の誘致活動は、個別の案件に対する具体的な誘致のサポートと

いった狭義の活動から、国際会議が開催できる環境形成という広義の活動ま

でさまざまなものがあり、その戦略立案は短期的な目標と中長期的な目標に

分けて考える必要があります。

　

本ガイドブックは、各都市・地域に国際会議を誘致したいと考えておら

れる、コンベンション推進機関や会議施設等の担当者の方たちに役立つこと

を目的に作成しました。誘致活動のさまざまな段階に対応して、それぞれ

の戦略を立てられるように工夫し、さらに官民一体となって誘致に取り組む

協力体制の構築に関する内容も加えました。

本ガイドブックが、国際会議の誘致を担当する、各都市・地域のコンベ

ンション推進機関や会議施設等の担当者の方たちはもとより、広く国際会議

に関係する方たちの参考となることを願っております。

平成26年（2014年）3月　
観　　　 光 　　　庁　
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